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心をつないで25年

　十日町市・コモ市姉妹都市提携25周年を記念して十日

町市交流親善使節団がコモ市を訪問、10月15日㈹、午後

4時30分からコモ市庁舎議場において姉妹都市提携25周

年記念式典が行われました。

　心をつないで25年の友好関係を今後益々発展させてい

くことを確認しあい、固く握手する本田十日町市長とボ

ッタ・コモ市長。今回は、3ページにわたりコモ市訪問

の内容をお知らせします。

コモ市訪問・姉妹都市提携25周年一2・3

　　　　　市展審査結果、表彰一4・5

舞踊協会が韓国公演、UR70周年一6

　　　　　里創プラン通信⑪一7
　　　　　　選挙制度110周年一8
故庭野日敬先生をお送りする会　　　9

　　　　　地球環境セミナー　　　旧・11

　　　　　　スポットNEWS－12・13

　　　　　　　市民のページー14・15
　お知らせ・インフォメーション　　16・17
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（15日：コモ市庁舎議場にて）十日町市・コモ市姉妹都市提携25周年記念式典

使
節
団
、
コ
モ
面
を
訪
間

姉
妹
都
市
提
携
25

周
年

　
姉
妹
都
市
提
携
2
5
周
年
を
記
念
し
て
、
十
日
町
市
交
流
親
善
使
節
団

（
団
長
に
本
田
欣
二
郎
市
長
、
一
行
”
人
）
が
コ
モ
市
を
訪
問
し
ま
し

た
。
1
0
月
1
3
日
㈱
夜
8
時
前
に
コ
モ
市
到
着
。
14
日
・
1
5
日
と
記
念
行

事
等
に
参
列
す
る
と
と
も
に
、
コ
モ
市
内
で
多
く
の
市
民
と
交
流
を
行

い
ま
し
た
。
翌
1
6
日
に
は
、
ベ
ネ
チ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
視
察
見
学

を
行
い
、
1
8
日
㈲
に
は
無
事
に
帰
国
し
ま
し
た
。
記
念
式
典
、
ボ
ル
タ

2
0
0
年
祭
の
イ
ベ
ン
ト
出
席
、
イ
タ
リ
ア
サ
ッ
カ
ー
協
会
役
員
と
の

会
見
、
贈
呈
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置
場
所
決
定
な
ど
忙
し
い
訪
問
で
し

た
。
そ
の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

両市長による記念品交換

圃
圓
か
鋳
婬
講
甥

を
会
場
に
行
わ
れ
た
ボ
ル
タ
電
池
発

明
2
百
年
記
念
行
事
の
「
プ
ラ
ト
ン

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ヘ
」
に
出
席

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
長
が
2
百
年

祭
実
行
委
員
会
か
ら
名
誉
会
員
に
推

挙
さ
れ
関
係
行
事
に
招
待
を
受
け
て

い
た
こ
と
に
こ
た
え
た
も
の
で
す
。

会
場
は
市
民
の
ほ
か
に
ボ
ル
タ
電
気

高
校
の
生
徒
な
ど
多
く
の
聴
衆
で
満

員
の
状
況
で
し
た
。
学
会
役
員
と
ボ

ッ
タ
市
長
か
ら
紹
介
を
う
け
て
、
本

田
市
長
が
講
義
に
さ
き
だ
ち
あ
い
さ

つ
を
行
い
、
電
気
の
基
礎
を
造
っ
た

ボ
ル
タ
の
偉
業
に
感
謝
の
言
葉
を
贈

り
ま
し
た
。

　
最
初
の
講
義
が
終
わ
る
と
、
コ
モ

湖
の
ほ
と
り
を
歩
い
て
ボ
ル
タ
記
念

館
を
見
学
し
ま
し
た
。
ボ
ル
タ
自
身

荘厳なボルタ記念館

が
使
っ
て
い
た
研
究
器
具
や
身
の
回

り
品
な
ど
が
、
大
切
に
保
存
・
陳
列

さ
れ
、
建
物
の
立
派
さ
と
と
も
に
感

心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
と
姉
妹
都
市
交
流
協
会

で
は
、
昨
年
5
月
に
コ
モ
市
か
ら
い

た
だ
い
た
ル
チ
ア
の
お
返
し
の
意
味

合
い
と
2
5
周
年
の
記
念
と
し
て
、
コ

モ
湖
畔
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置
し
、

贈
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
訪
問
で
は
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

の
設
置
場
所
を
決
定
す
る
こ
と
も
目

的
の
ひ
と
つ
で
、
製
作
者
と
し
て
彫

刻
家
の
藤
巻
秀
正
さ
ん
か
ら
も
同
行

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
候
補
地
の

選
定
に
は
、
市
の
担
当
者
2
人
と
フ

ァ
ミ
リ
ア
・
コ
マ
ス
カ
の
ボ
ル
ド
ー

リ
会
長
が
同
行
、
4
箇
所
を
見
学
し

た
結
果
、
コ
モ
湖
畔
の
1
箇
所
に
決

定
し
ま
し
た
。
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（14日：ヴィラ・オルモにて）ボルタ200年祭記念行事「プラトンからインターネットヘ」に出席。多くの聴衆を前にあいさつする本田市長

圓
を
薪
顯
切
礪
朧

互
い
の
主
産
業
が
絹
織
物
と
い
う

こ
と
が
、
姉
妹
都
市
提
携
の
き
っ

か
け
で
し
た
。
館
内
に
は
、
生
産

の
工
程
ご
と
に
機
械
や
器
具
が
陳

列
さ
れ
館
長
か
ら
詳
し
い
説
明
を

う
け
ま
し
た
。
織
物
会
社
に
勤
め

た
経
験
の
あ
る
人
も
い
て
、
十
日

町
に
も
同
じ
機
械
が
あ
る
な
ど
と

賑
や
か
な
見
学
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
後
3
時
、
ホ
テ
ル
で
イ
タ
リ
ア

サ
ッ
カ
ー
協
会
の
評
議
員
カ
ル
ロ
・

タ
ヴ
ェ
キ
オ
氏
と
会
談
し
ま
し
た
。

2
0
0
2
年
に
日
本
と
韓
国
で
共
同

開
催
さ
れ
る
W
杯
の
公
認
キ
ャ
ン
プ

地
に
、
イ
タ
リ
ア
チ
ー
ム
か
ら
十
日

町
市
を
選
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
P
R

と
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
同
席
し
た

ボ
ッ
タ
市
長
か
ら
も
支
援
と
助
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
タ
ヴ
ェ
キ
オ
氏

は
、
「
ま
だ
ど
こ
か
ら
も
キ
ャ
ン
プ
地

　
　
　
　
　
　
　
　
の
話
は
来
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
。
出
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
限
り
協
力
は
し

　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
。
今
後
の

　
　
　
　
　
　
　
　
問
題
だ
が
下
見

　
　
　
　
　
　
　
　
に
訪
問
し
て
み

　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
。
」
と
語

　
　
　
　
　
　
　
　
り
、
会
談
を
終

　
　
　
　
　
　
　
　
え
ま
し
た
。

イタリアサッカー協会評議員タヴェキオ氏と会談

　
午
後
4
時
3
0
分
か
ら
コ
モ
市
庁
舎

議
場
に
お
い
て
、
2
5
周
年
記
念
式
典

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
壇
上
に
両
市
長

等
が
並
び
、
市
民
が
見
守
る
中
で
、

国
歌
の
演
奏
で
始
ま
り
ま
し
た
。
ボ

ッ
タ
市
長
、
本
田
市
長
、
ヴ
ィ
ラ
ー

二
評
議
員
の
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
、

姉
妹
都
市
と
し
て
友
好
関
係
を
今
後

も
益
々
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
記
念
品
の

交
換
で
、
本
田
市
長
か
ら
ボ
ッ
タ
市

長
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
目
録
が
手
渡

さ
れ
記
念
式
典
を
お
わ
り
ま
し
た
。

　
1
6
日
、
来
年
は
十
日
町
地
域
広
域

市
町
村
を
舞
台
に
、
大
地
の
芸
術
祭

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ベ
ネ
チ
ア
・
ア

ー
ト
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
が
開
催
中
で
あ

る
こ
と
か
ら
視
察
を
行
い
、
生
の
現

代
芸
術
に
触
れ
ま
し
た
。

饗
攣
幅
　
∞

モニュメント設置場所と彫刻家藤巻秀正さん

ベ
ネ
チ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
看
板

卿η織．

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
台
座
を
受
持
つ
石
材
業
者

平成11年11月10日号3
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【
日
本
画
】

　　　　　　　　菓　　　　　　結　　　査憲

市
展
賞
渡
部
成
子

　
　
　
春
川
雅
英

奨
励
賞
漆
原
祥
子
（

　
　
　
山
賀
光
也
（

　
　
　
高
橋
ト
モ
（

佳
作
佐
藤
由
雄
（

　
　
　
内
山
美
恵
子
（

　
　
　
青
柳
卓
次
郎
（

【
洋
画
】

（
小
千
谷
市
）

〃　〃　〃　〃　〃　〃

））））））
カンナ

（
四
日
町
中
原
）

市
展
賞
　
藤
田
美
智
子

人形の部屋（A）

　
第
32
回
十
日
町
市
美
術
展
が
m
月
2
3
日
㈹
～
2
6
日
㈹
の
4
日
問
、
市
民
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
美
術
展
に
は
日
本
画
2
9
点
、
洋
画
35
点
、
版
画
π
点
、
現
代
美
術

5
点
、
彫
刻
9
点
、
工
芸
31
点
、
書
道
4
7
点
、
写
真
1
0
7
点
の
計
2
8
0
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
展
示
に
先
立
つ
審
査
の
結
果
、
次
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）
の
作
品
7
7
点
が

入
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
な
お
、
掲
載
し
た
写
真
は
各
部
門
の
市
展
賞
作
品
で
す
。

奨
励
賞
水
落
安
子
（
漉
野
）
　
　
　
　
奨
励
賞
生
越
誠
平
（
新
座
3
）

　
　
　
福
原
美
恵
（
津
南
町
）
　
　
　
　
佳
　
作
　
樋
口
浩
男
（
上
町
）

佳
作

清
水
好
和
（
〃
　
）

近
藤
忠
男
（
小
千
谷
市
）

根
津
し
げ
子
（
本
町
7
1
2
）

関
口
耕
二
（
袋
町
中
）

小
林
幸
一
（
津
南
町
）

小
海
秀
夫
（
原
）

高
野
ハ
ル
子
（
山
本
4
）

【
版
画
】

市
展
賞

奨
励
賞

佳
作

り実

富
井
澄
子
（
中
里
村
）

橋
本
三
郎
（
高
田
町
3
南
）

宮
沢
美
世
子
（
小
黒
沢
）

田
村
孝
平
（
下
条
中
央
通
り
）

羽
鳥
ス
ミ
（
岩
野
）

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　
　
　
尾
身
伝
吉

【
現
代
美
術
】

市
展
賞

（
山
本
3
）

柳
　
　
利
枝
（
中
里
村
）

【
彫
刻
】

市
展
賞
　
山
田
令
三
（
六
日
町
）

奨
励
賞
　
石
黒
吟
朗
（
見
附
市
）

佳
作
丸
山
岳
人
（
高
崎
市
）

【
工
芸
】

風を求めて…（蘇生）ある金曜目軌

十
日
町
市
博
物
館
名
誉
館
長

　
　
　
　
梅
原
猛
氏
に

　
1
0
月
2
6
日
㈹
、
平
成
1
1
年
度
の
文

化
勲
章
者
と
文
化
功
労
者
が
発
表
さ

れ
、
梅
原
猛
博
物
館
名
誉
館
長
が
文

化
勲
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
勲
章

　
先
生
は
、
文
明
起
源
論
、
文

化
・
美
術
研
究
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
著
書
で
日
本
文
化
を

海
外
に
紹
介
す
る
な
ど
、
そ

の
大
胆
な
仮
説
は
研
究
者
の

み
な
ら
ず
広
く
一
般
の
読
者

の
厚
い
支
持
を
得
て
い
ま
す
。

　
縄
文
文
化
に
も
き
わ
め
て

造
詣
が
深
く
、
火
焔
型
土
器

を
始
め
と
す
る
笹
山
遺
跡
出
土
品
が

国
宝
に
正
式
決
定
さ
れ
た
6
月
7
日

に
十
日
町
市
博
物
館
名
誉
館
長
に
就

任
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
衆
衛
生
功
労
で
厚
生
大
臣
表
彰

林　偉賢さん
（丸山町・76歳）

　
n
月
4
日
㈲
、
佐
賀
市
文
化
会
館

で
第
3
回
全
国
地
域
保
健
大
会
が
開

か
れ
、
公
衆
衛
生
事
業
功
労
で
林
さ

ん
が
厚
生
大
臣
表
彰
に
輝
き
ま
し
た
。

　
地
域
に
お
い
て
長
年
に
わ
た
り
、

疾
病
予
防
等
に
尽
力
さ
れ
、
住
民
の

健
康
水
準
の
向
上
と
意
識
高
揚
に
多

大
な
功
績
を
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
医

師
会
長
や
理
事
な
ど
2
9
年
に
わ
た
り

歴
任
さ
れ
、
地
域
医
療
の
発
展
と
後

輩
の
指
導
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
3
3
年
に
桂
味
医
院
を
開
業
す

る
か
た
わ
ら
、
県
立
十
日
町
病
院
付

属
看
護
学
院
講
師
を
は
じ
め
、
保
育

所
嘱
託
医
、
学
校
医
、
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
委
員
、
生
活
保
護
嘱

託
医
等
と
し
て
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
予
防
接
種
・
乳
幼
児

健
康
診
査
事
業
等
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
保
健
予
防
医
療
の
模
範
と
な

る
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
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市
展
賞
　
越
村
　
　
騰
（
新
座
3
）

奨
励
賞
市
村
久
子
（
本
町
6
－
3
）

　
　
　
樋
熊
美
智
（
小
千
谷
市
）

　
　
　
吉
田
庄
一
（
千
歳
町
）

佳
作
村
山
和
宏
（
川
治
下
町
2
）

　
　
　
西
野
た
め
よ
（
北
新
田
2
）

　
　
　
星
名
好
男
（
川
治
下
町
2
）

【
書
道
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漢
　
詩

市
展
賞
　
金
子
栄
子
（
上
川
町
）

奨
励
賞
田
中
澄
雄
（
姿
1
）

　
　
　
田
中
武
彦
（
寿
町
2
・
3
）

　
　
　
西
潟
浩
平
（
松
代
町
）

　
　
　
波
形
純
子
（
中
町
）

佳
作
岡
村
徳
治
（
関
根
1
）

　
　
　
山
田
令
三
（
六
日
町
）

　
　
板
場
理
恵
（
安
養
寺
）

　
　
長
谷
川
美
智
子
（
高
田
町
2
）

　
　
樋
口
健
太
郎
（
高
田
町
1
）

　
　
上
村
ナ
ホ
（
新
宮
1
）

　
　
小
野
塚
宏
一
（
宮
下
町
西
）

　
　
宮
嶋
孝
子
（
伊
達
1
）

【
写
真
】

市
展
賞

奨
励
賞

茂
野
誠
一
郎
（
川
西
町
）

高
橋
　
　
等
（
稲
荷
町
2
）

櫻
澤
正
司
（
姿
1
）

小
林
利
男
（
新
座
1
）

杵
渕
　
　
勝
（
小
千
谷
市
）

佐
藤
一
善
（
松
之
山
町
）

落ち葉のじゅうたん

佳
作

田
辺
千
勝
（
塩
沢
町
）

石
川
哲
司
（
川
治
内
後
）

桜
沢
　
基
（
姿
－
）

山
岸
守
二
（
川
西
町
）

佐
藤
栄
作
（
四
日
町
新
田
3
）

齋
木
　
　
勉
（
松
代
町
）

高
橋
省
司
（
塩
沢
町
）

桑
原
勝
一
（
湯
沢
町
）

田
口
英
之
助
（
袋
町
東
）

石
　
田
　
宏
（
津
南
町
）

井
上
宗
昭
（
大
和
町
）

斉
藤
代
江
子
（
塩
沢
町
）

吉
楽
和
人
（
田
川
町
1
）

阿
部
嘉
彦
（
塩
沢
町
）

山
田
令
三
（
六
日
町
）

柳
輝
夫
（
吉
田
山
谷
）

生
越
武
好
（
上
新
田
3
）

近
藤
洋
一
（
上
新
田
1
）

田
村
保
和
（
四
日
町
2
）

田
村
正
夫
（
小
千
谷
市
）

宮
澤
健
二
（
小
黒
沢
）

9人が第5回文化賞を受賞
　第5回十日町市文化協会連合会文化祭が11月

3日（文化の日）にクロス10で開催され、9人

の皆さんが表彰されました。（敬称略、順不同）

■小野清子（感謝状・東京都）

　笹山遺跡・火焔型土器を始めとする出土品の

国宝指定に尽力された貢献。

■福田富昭（感謝状・東京都）

　笹山遺跡・火焔型土器を始めとする出土品の

国宝指定に尽力された貢献。
　　ていいち
ロ丸山貞一（表彰状・高田町4）

　芸術・文化の香るまちづくりのために、貴重

な浄財を寄せられた功績。

■関ロ四郎（表彰状・昭和町1）

　芸術・文化の香るまちづくりのために、貴重

な浄財を寄せられた功績。

■高橋正平（表彰状・妻有町東1）

　長年、地域の児童・生徒の書道教育に努め、優

れた指導力で多大な成果を挙げられた功績。

■関谷謹治（表彰状・川治下町2）

　長年、地域歌謡界の指導者・歌手として活躍
　　しかい
し、斯界の発展と向上に尽力された功績。

■庭野六郎（表彰状・赤倉）

　長年、赤倉神楽保存会の会長として後継者の

育成と、神楽の保存と発展に尽力された功績。
　　　いわお
■保坂　巌　（表彰状・姿1）

　長年続く民謡舞踊大競演会に新風を吹き込み、

地域芸能界の発展と向上に尽力された功績。

■小林順二（表彰状・本町7－1）

　長年にわたり広範囲な芸術制作活動を続け、

地域の芸術文化の発展と向上に尽力された功績。

働
日
本
公
衆
衛
生
協
会
会
長
表
彰

　
1
1
月
4
日
㈱
、
佐
賀
市
文
化
会
館

で
第
3
回
全
国
地
域
保
健
大
会
が
開

か
れ
、
山
口
さ
ん
が
働
日
本
公
衆
衛

生
協
会
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　
地
域
に
お
い
て
長
年
に
わ
た
り
、

疾
病
予
防
等
に
尽
力
さ
れ
、
住
民
の

健
康
水
準
の
向
上
と
意
識
高
揚
に
多

大
な
功
績
を
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
医

師
会
長
や
理
事
な
ど
2
1
年
に
わ
た
り

歴
任
さ
れ
、
地
域
医
療
の
向
上
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
3
5
年
に
山
口
医
院
を
開
業
す

る
か
た
わ
ら
、
地
域
の
ガ
ン
征
圧
を

』口昭士さん
袋町中・71歳）

目
標
に
3
1
年
に
わ
た
り
率
先
し
て
胃

検
診
の
読
影
を
担
当
し
、
胃
が
ん
の

発
見
率
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
肺
が
ん
読
影
技
術
向
上
の

た
め
、
昭
和
5
9
年
に
十
日
町
地
域
肺

が
ん
検
討
委
員
会
を
設
立
し
、
読
影

技
術
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

食
生
活
改
善
事
業
功
労
で
県
知
事
表
彰

樋ロタツさん
（岩野・74歳）

　
1
0
月
2
3
日
㈹
、
健
康
づ
く
り
県
民

大
会
の
席
上
、
食
生
活
改
善
事
業
功

労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
樋
口
さ
ん
は
、
昭
和
4
2
年
度
に
栄

養
教
室
を
終
了
と
同
時
に
十
日
町
市

食
生
活
推
進
改
善
委
員
協
議
会
の
委

員
と
な
り
ま
し
た
。
以
後
、
長
年
に

わ
た
り
、
市
・
保
健
所
の
保
健
衛
生

事
業
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
常
に
良
き
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
会

の
運
営
、
後
輩
の
育
成
に
努
め
、
地

域
に
お
い
て
は
精
力
的
に
講
習
会
や

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
乳
製
品
や
バ
ラ
ン
ス
食
な
ど
の
普

及
に
努
め
、
地
域
の
食
生
活
改
善
や

健
康
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
9
年
度
か
ら
は
、
老

人
デ
イ
ケ
ア
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
地
区

活
動
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
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一
嫌
，

黙羅
騰舞

踊
を
通
じ
て
国
際
文
化
交
流

酬

，
　
　
ソ
ウ
ル
地
球
村
ま
つ
り
で
大
歓
迎

馨灘麟馨鑓懇灘灘、繍灘　　鑛　駿醗

パ
レ
ー
ド

　
こ
ど
も
大
公
園
の
外
郭
道
路
を
各

国
と
も
民
族
衣
装
で
パ
レ
ー
ド
を
行

い
ま
し
た
。
ソ
ウ
ル
市
の
日
本
人
学

校
の
小
学
生
5
0
人
と
い
っ
し
ょ
に
「
十

日
町
雪
ま
つ
り
音
頭
」
を
踊
り
、
沿

道
の
観
衆
か
ら
は
「
こ
ん
に
ち
は
」

と
声
を
か
け
ら
れ
、
大
き
な
声
援
を

受
け
ま
し
た
。

　
パ
レ
ー
ド
の
前
に
は
子
ど
も
た
ち

に
指
導
を
行
い
、
い
っ
し
ょ
に
楽
し

く
練
習
を
し
ま
し
た
。

国
際
民
族
公
演

　
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
バ
ン
グ
ラ

デ
ッ
シ
ュ
、
ス
ペ
イ
ン
に
続
き
3
番

目
に
出
演
し
「
十
日
町
小
唄
、
六
方

　
　
　
　
　
　
　
　
や

広
大
寺
節
、
広
島
木
遣
り
音
頭
」
の

3
曲
を
披
露
し
て
大
喝
采
を
受
け
ま

し
た
。

　
1
0
月
2
4
日
㈲
、
ソ
ウ
ル
市
の
「
こ
ど
も
大
公
園
」
を
会
場
に
1
9
か
国
が
参
加

し
た
「
ソ
ウ
ル
地
球
村
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
で
4
回
目
を
迎
え
、

県
ソ
ウ
ル
事
務
所
か
ら
依
頼
を
受
け
た
十
日
町
市
舞
踊
協
会
の
会
員
2
2
人
が
日

本
代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
ソ
ウ
ル
市
民
の
日
」
行
事
の
一
環
と
し
て
、
ソ
ウ
ル
市
民
と
外
国
人
と
の

交
流
を
目
的
に
開
催
さ
れ
る
祭
り
で
、
日
本
も
過
去
3
回
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
パ
レ
ー
ド
、
民
族
公
演
な
ど
に
参
加
し
た
一
行
は
、
関
係
者
を
始
め
韓
国
の

温
か
い
歓
迎
を
受
け
、
十
日
町
市
を
P
R
、
舞
踊
を
通
じ
て
の
国
際
文
化
交
流

を
行
い
ま
し
た
。

些　1
ξ

闘

1
l！…1

子どもたちに雪まつり音頭を指導

　
公
演
終
了
後
、
日
本
大
使
館
で
の

慰
労
パ
ー
テ
ィ
に
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
人
会
お
ま
つ
り
実
行
委
員
3
0
人

と
い
っ
し
ょ
に
十
日
町
小
唄
や
俄
ば

や
し
を
踊
り
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
舞
踊
を
通
じ
て
国
際

文
化
交
流
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
審
圏
懸
撫
舞
踊
協
会
は
昭
和
翻

葬
縫
設
立
。
会
藁
禰
亜
の
親
睦
を

國
鰻
、
地
域
雑
会
儀
奉
犠
欝
る
証

と
を
圏
的
と
じ
て
い
ま
輩
、

　
布
の
誉
ま
ざ
ま
な
行
事
縫
協
賛

講
る
と
共
縫
、
海
外
鼓
演
4
團
を

行
験
、
團
際
文
化
交
涜
巻
進
め
羅

騨
ま
す
、

パレード前の舞踊協会22人

　
　
　
年

　
　
　
7
0

　
　
　
ら

線
か

山
通

飯
開

R
線

J
全

　
1
0
月
31
日
㈲
、
J
R
飯
山
線
開
通

70

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま

し
た
。
J
R
飯
山
線
は
、
信
濃
線
豊

野
駅
と
上
越
線
越
後
川
口
駅
を
結
ぶ

全
長
9
6
・
7
㎞
の
路
線
で
す
。
飯
山

線
が
全
線
開
通
し
た
の
は
、
昭
和
4

年
9
月
1
日
。
長
い
時
間
と
紆
余
曲

折
を
経
て
の
誕
生
で
し
た
。

　
J
R
飯
山
線
小
林
営
業
所
長
か
ら

「
飯
山
鉄
道
か
ら
日
本
国
有
鉄
道
、

そ
し
て
J
R
と
3
回
に
わ
た
り
組
織

が
変
わ
っ
て
き
た
。
今
後
も
飯
山
線

沿
線
と
共
に
発
展
し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
活
用
を
お
願
い
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の

後
、
十
日
町
高
校
の
小
野
塚
崇
さ
ん

（
津
南
町
）
が
1
日
駅
長
と
な
り
、

ミ
ニ
S
L
1
番
列
車
の
出
発
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
小
野
塚
さ
ん
は
飯
山

線
の
車
内
美
化
に
努
め
た
と
し
て
、

今
年
の
6
月
に
J
R
東
日
本
か
ら
感

謝
状
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
会
場
で
は
、
ミ
ニ
S
L
の
無
料
乗

車
、
飯
山
線
沿
線
パ
ネ
ル
展
、
各
種

テ
ン
ト
で
の
販
売
や
郷
土
芸
能
な
ど

が
披
露
さ
れ
、
1
日
中
、
親
子
連
れ

な
ど
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
信
越
郵
政
局
で
は
、
飯
山

線
全
線
開
通
7
0
周
年
を
記
念
し
た
絵

は
が
き
を
発
売
し
て
い
ま
す
。
か
つ

て
活
躍
し
た
S
L
の
C
5
6
や
D
D
1
6

ラ
ッ
セ
ル
車
な
ど
が
印
刷
さ
れ
、
鉄

道
マ
ニ
ア
に
人
気
を
集
め
そ
う
で
す
。

価
格
は
5
枚
組
3
5
0
円
で
飯
山
線

沿
線
の
各
郵
便
局
に
あ
り
ま
す
。

癒

　　　E

鱒’灘．

小野塚さんの合図で、ミニS　Lが出発
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一
フ
⑪
広

ス
テ
キ
発
見
・

　
　
　
喜
び
の
表
彰
式

　
写
真
と
言
葉
の
コ
ン
テ
ス
ト
、
越

後
妻
有
ス
テ
キ
発
見
の
表
彰
式
が
1
0

月
1
6
日
出
に
ク
ロ
ス
ー
0
で
開
催
さ
れ
、

受
賞
者
な
ど
2
5
0
人
が
出
席
し
ま

し
た
。
会
場
は
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

提
供
い
た
だ
い
た
魚
沼
米
や
地
酒
、

火
焔
型
土
器
の
レ
プ
リ
カ
な
ど
多
数

の
賞
品
と
と
も
に
、
1
0
0
点
の
入

賞
・
入
選
作
品
が
展
示
さ
れ
、
華
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ス
テ
キ
発
見
大
賞
の
高
橋
賢
治
さ

ん
（
津
南
町
）
に
は
、
賞
状
と
大
地

の
芸
術
祭
開
催
中
の
個
展
開
催
の
目

録
、
副
賞
と
し
て
商
品
券
2
0
万
円
と

無
農
薬
有
機
栽
培
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
次
々
に
各

賞
受
賞
者
が
表
彰
さ
れ
、
入
選
者
一

人
ひ
と
り
に
は
、
雪
肌
米
6
㎏
と
各

賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
入

賞
．
入
選
作
品
は
、
来
年
3
月
刊
行

予
定
の
ス
テ
キ
マ
ッ
プ
に
ま
と
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

1見表彰我人のズヂ
　　．窟講

葵翻　　　　醸懸
灘鎌竃

ステキ発明大賞を受ける高橋賢治さん
　　　　　　　　　　　　（写真右）

十日町市長賞　八海山に雪形「田かき馬」
を探せ！　　（遠藤八十一さん・十日町市）

中里村長賞　スノーキャンドル
　　　　　（桜井大さん・長岡市）

おらが賞　後世に残したい山竹細工（組写真）審査員賞（真野響子）お婆さんとの出会い
　　　　　　　　（庭野豊さん・十日町市）　　　　　　　　（久保田真一さん・長野県）

　　　「所得税』冑色申告決算説明会
平成11年分の所得に関わる青色申告の決算説明会を開きます。

期　臼 時　　間 対　　　　象　　　　養 会　　　　場

12／1㈱
10：00～

　　11：30

水沢青申会員
水沢地区会員外

水沢商工会

12／2㈲

10：00～

　　11：30
十日町東青申会員
東地区会員外

大井田コミュニティ
センター

13：30～

　　15＝00

中条地区青申会員
中条地区会員外

中条公民館
下条青申会員

下条地区会員外

13：30～

　　15：00
吉田地区商工青申会員
吉田地区会員外

吉田地区就業改善
センター

10：00～

　　11：30

十日町中央青申会員
十日町南青申会員
十日町市会員外

十日町商工福祉会館12／3㈹

13：30～

　　15＝00

十日町飲食業青申会員
十日町中魚理容青申会員
十日町市会員外

12／6（月） 13：30～

　　15：00

十日町農業青申会員（出機分）

十日町協和青申会員
ラポート十日町

12／7（幻
13：30～

　　15＝00

十日町農業青申会員（中里含む）

十日町・中里農業会員外 十日町農協本所

　　窒く麟助哉顯業
・》城之苗コ遵ユ轟顔鰭センター懸完成御

　（購霞治総合センタのコ藁灘二奨羅助成事

業と楼で進めら燕鷲麟驚城之酋滋鍵払二灘

羅セ激ター溺完成し、歪⑧月3蝸（国羅竣王式

撚行勝鷲蒙膨驚。圃惣潔ターは地域の交流・

霞治の拠撚馨し羅溝嬬さ淑麟す。

◆聞奮せ謹金醐義i事課歪爾係1容57－3凱玉

　　講懸i蟷
ロ熊

　
懸

　
轍
桝

劔
　
撫

鍛
戴

　
　
　
の
奮
線

セ
行
治
聞
陶

，
ぎ
鰯
盈

■問合せ　十日町税務署（智52－3181）へ。撒
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匡

「ξ蓋 ド藍
重 i 1

時
代
は
変
わ
っ
て
も
一
票
の
大
切
さ
は
変
わ
ら
な
い

明
治
二
十
二
年

衆
議
院
議
員
選
挙
法

公
布
に
よ
っ
て

日
本
の
選
挙
制
度
が

始
ま
っ
て
か
ら

今
年
で
百
十
年
。

こ
れ
か
ら
も

み
ん
な
が
し
っ
か
り
と

参
加
す
る

明
る
い
選
挙
を

実
現
し
、

よ
り
よ
い
明
日
に

つ
な
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
明
治
2
2
年
2
月
1
1
日
に
衆
議
院
議

員
選
挙
法
の
公
布
に
よ
っ
て
、
国
民

が
直
接
国
政
に
参
加
す
る
制
度
が
確

立
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
は
1
1
0
年

の
節
目
に
あ
た
り
ま
す
。

　
今
で
こ
そ
2
0
歳
に
な
れ
ば
、
原
則

と
し
て
だ
れ
に
で
も
選
挙
権
が
与
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
明
治
2
3
年
の
第
1
回
衆
議
院
議

員
選
挙
に
お
い
て
、
選
挙
権
を
持
っ

て
い
た
の
は
全
国
民
の
ー
・
1
％
に

す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
明
治

初
頭
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
た
婦
人
参

政
権
獲
得
の
悲
願
は
、
昭
和
2
1
年
、

戦
後
初
の
衆
議
院
議
員
選
挙
に
な
っ

て
、
よ
う
や
く
実
現
し
た
の
で
す
。

　
選
挙
権
拡
張
の
歴
史
に
は
、
先
人

た
ち
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
が
あ
っ
た

こ
と
を
、
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ど
ん
な
に
時
代
が
変
わ
っ
て
も
、

一
人
ひ
と
り
が
一
票
を
、
よ
り
よ
い

明
日
の
た
め
に
投
じ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
も
う

一
度
、
選
挙
制
度
の
大
切
さ
を
再
認

識
し
、
明
る
い
選
挙
と
投
票
率
の
向

上
、
民
主
政
治
の
発
展
に
つ
い
て
考

え
ま
し
ょ
う
。

選挙制度の歴史

明治22隼
満25歳以上の男子
直接国税15円以上納付・小選挙区

明治33葎
満25歳以上の男子
直接国税10円以上納付・大選挙区

大正8隼
満25歳以上の男子
直接国税3円以上納付・小選挙区

大正鱗難
満25歳以上の男子
納税要件撤廃（男子普通選挙）

昭和2◎年 満20歳以上の男女（完全普通選挙）

衆議院議員選挙投票率の推移（＋日町市）

　　　　75　　　　　　80　　　　　　85　　　　80　　　　　85　　　　　90％

　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

　　　　82．00　　　　：　　　　　　　：
　　　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　酷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　1　　　　　　83．97　　　　　：
　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

80。181　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　：

　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　匹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　1　　　　　　　　85．64　　　：
　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳

　　　　匹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　　1　　　　　82，12　　：　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　80．90　　　　　：　　　　　1
　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

　　　　：　　　　　　　　　　　。　　　　　87．54　：

参議院議員選挙年齢別投票率
　　　（H10．7．12十日町第2投票区）
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（複数回答）

20歳代有権者の棄権の理由
　　若い有権者の意識調査

1

70

歳
以
上

60
歳
～
6
9
歳

50
歳
～
5
9
歳

40
歳
～
4
9
歳

35
歳
～
3
9
歳

30

歳
～
34
歳

25
歳
～
2
9
歳

20
歳
～
2
4
歳

理　　　　由 回答率

選挙にあまり関心がなかった 37．5

用があった 35．0

政策や候補者などについて事情がよくわからなかった 25．6

適当な候補者も政党もなかった 19．8

めんどうだから 18．9

選挙によっても政治はよくならなと思ったから 18．3

私一人が投票しなくても同じだから 9．3

選挙結果が予測できるような無風選挙だから 4．1

病気だったから 1．5

その他・わからない 4．5

S30．2。27

　33．5．22

　35．11．20

　38．11．21

　42．1．29

　44．12．27

　47．12．10

　51．6．5

　54．10．7

　55．6．22

　58．12．18

　61．7．6

H2．2．18
　　5．7．18

　　8．10．20

側）明るい選挙推進協会調査
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十
日
町
市
名
誉
市
民

故
庭
野
旧
敬
先
生
を
お
送
り
す
る
会
に
㎜
人
が
参
列

　
1
0
月
2
4
日
㈲
、
午
前
m
時
か
ら
ク
ロ
ス
ー
0
で
「
十
日
町
市
名
誉
市
民
・

故
庭
野
日
敬
先
生
を
お
送
り
す
る
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は
市
民

8
0
0
人
が
参
列
し
、
祭
壇
に
献
花
を
し
て
お
別
れ
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

　
去
る
1
0
月
4
日
の
計
報
に
接
し
、
市
で
は
「
市
葬
」
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
遺
族
の
ご
辞
退
に
よ
り
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

い
つ
も
ふ
る
さ
と
十
日
町
に
思
い
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
先
生
を
市
民
葬

で
お
送
り
し
た
い
と
の
市
民
の
声
が
高
ま
り
、
十
日
町
商
工
会
議
所
会
頭

を
は
じ
め
9
団
体
の
長
が
発
起
人
と
な
り
挙
行
さ
れ
た
も
の
で
す
。

発起人を代表してあいさつする吉澤十日町商工会議所会頭

800人の市民が祭壇に献花して

お別れをしました

　
吉
澤
愼
一
十
日
町
商
工
会
議
所
会

頭
は
発
起
人
を
代
表
し
て
「
先
生
に

は
い
つ
も
十
日
町
の
発
展
に
心
を
寄

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
偉
大
な
足

跡
は
、
市
民
に
と
っ
て
永
久
に
つ
き

な
い
記
憶
と
し
て
、
希
望
の
灯
を
放

ち
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
を
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
本
田

市
長
、
市
議
会
を
代
表
し
て
高
橋
平

八
議
長
、
庭
野
日
敬
先
生
に
学
び
十

日
町
を
発
展
さ
せ
る
会
の
服
部
泰
会

長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
送
る
言
葉
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
会
場
の

モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
に
は
、
あ
り
し
日

の
庭
野
日
敬
先
生
の
お
姿
が
映
し
出

さ
れ
、
参
列
者
は
順
次
祭
壇
に
献
花

を
し
て
お
別
れ
し
ま
し
た
。

　
献
花
が
終
了
す
る
と
、
親
族
を
代

表
さ
れ
て
庭
野
欽
司
郎
さ
ん
が
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

平成11年度

水道事業上半期の業務状況
（平成11年4月1日～平成11年9月30日）

　地方公営企業法の規定により、平成11年度水道事業の上

半期の業務状況をお知らせします。なお、支出のついては

下半期が上半期を上回る見込みになっています。

給水収益
2億9，625万円
99．4％

◆給水業務量の状況

　　　　　　（平成11年4月1日～平成11年9月30日）

その他
171万円
0．6％

区　　分
11年度

上半期

10年度

上半期

比較

増減 比率（％）

給水栓数 9，768 9，773 △　　5 99．9

給
水
量

総　量（㎡）

一日平均（㎡）

1，641，838

　8，972

1，614，043

　8，820

27，795

　152

101．7

101．7

●●罰

上半期
純利益
3，180万円

その他
992万円
3．7％

識価償却費　　謡獅
6・982万円　　　　　　　3L7％

貰
　　262％人件費
　　　　　5，071万円
　　　　　　19．1％

※給水量は収入調定水量です。

動力費
2，133万円
8．0％

修繕費／
1，428万円
5．4％

※消費税相当分を除いて
表示してあります。

委託料
1，561万円
5．9％

平成11年11月10日号9
ト
　
　
　
　
　

l　　　　　
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［－
き
き
　
顕

　
　
　
　
　
　
自
　
　
ゴ
　
i
　
』⊥

　

轟
灘

擁後鷲

　の現場に足を運び、実践に基づいた楽しくわかりやすい話に参加者は

　真剣に聞き入っていました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エコラィフの実践を語る松田さん

環
境
先
進
国
の

　
　
　
　
く
ら
し
と
工
夫

　
生
活
環
境
評
論
家
・
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム
研
究
家
と
し
て
活
躍
す
る

松
田
さ
ん
は
、
ガ
ラ
ス
ビ
ン
、
缶
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
容
器
を
並
べ

た
壇
上
で
、
ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス
な
ど

環
境
先
進
国
の
く
ら
し
と
工
夫
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
イ
ス
の
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
ふ

も
と
に
あ
る
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
村
で
は
、

マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
が
初
登
頂
さ
れ
た

1
3
5
年
前
の
空
気
を
汚
さ
な
い
た

め
の
環
境
保
護
と
し
て
、
指
定
さ
れ

た
形
の
電
気
自
動
車
と
馬
車
し
か
入

れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
空
気
を
味
わ
う
た
め
、
観
光
客
が

年
間
1
2
0
万
人
訪
れ
ま
す
。

　
ド
イ
ツ
で
は
、
5
年
前
に
憲
法
に

環
境
保
護
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
そ

の
条
文
は
「
国
家
は
来
る
べ
き
世
代

に
対
す
る
責
任
の
意
味
に
お
い
て
も
、

生
活
の
基
礎
と
し
て
の
環
境
を
、
憲

ドイツ・ローデンブルクの住宅地の分別箱
左から、紙・雑誌類とビン（茶、緑、白）

法
に
お
け
る
秩
序
の
枠
内
に
お
け
る

立
法
に
よ
り
、
ま
た
法
律
に
基
づ
い

た
行
政
と
司
法
に
よ
り
保
護
す
る
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
ー
パ
ー
で
の
買
い
物
で
は
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
持
っ
て
歩
け
ば
、
教
養

が
な
い
こ
と
を
宣
伝
す
る
こ
と
に
な

り
、
日
ご
ろ
か
ら
布
袋
を
持
っ
て
歩

く
こ
と
が
常
識
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
1
年
生
の
時
か
ら

「
使
っ
て
良
い
も
の
と
そ
う
で
な
い

も
の
。
な
ぜ
再
生
紙
を
使
う
か
」
な

ど
、
き
ち
ん
と
教
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ビ
ン
は
8
年
間
洗
っ
て
使

え
る
の
で
、
環
境
を
考
え
、
1
回
限

り
の
も
の
は
使
い
ま
せ
ん
。

　
素
晴
ら
し
い
実
践
で
環
境
を
破
壊

し
な
い
や
り
方
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

一
歩
進
ん
で
い
る
状
況
を
具
体
的
に

話
さ
れ
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
と

　
　
　
　
　
意
識
改
革

　
す
べ
て
の
容
器
・
包
装
材
が
対
象

と
な
る
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

は
平
成
1
2
年
4
月
か
ら
完
全
実
施
。

「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
は
1
3
年
に

実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

国
民
と
行
政
と
企
業
が
役
割
を
分
担

し
て
ゴ
ミ
を
少
な
く
し
、
再
利
用
で

き
る
も
の
は
再
び
原
料
と
し
て
使
う

た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
が

決
ま
っ
た
と
説
明
し
ま
し
た
。

　
自
分
の
住
ん
で
い
る
埼
玉
県
川
口

市
に
お
け
る
住
民
運
動
の
結
果
、
環

境
行
政
川
口
方
式
に
よ
る
実
績
か
ら

鑛難
蕊物講
難館鵜
難開辮
建館講

纒礁
1塁周講

建i集幾

建…事幾

ll業蕪

饗紹紹m§
　賊廓　 9
　1渤a
　蜷労9
　磁感a
　蹴謝．9
、懸

　
十
日
町
市
博
物
館
の
開
館
2
0
周
年
記
念
祝
賀
事
業
と
し
て
講
演
会
、

賀
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

祝

　
　
　
　
　
■
と
　
き
H
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

講
演
翁

　
　
　
　
　
■
参
加
費
1
1
無
料

■
講
師
“
伊
藤
文
吉
氏
（
北
方
文
化
博
物
館
長
・
日
本
博
物
館
協
会
副
会
長
）

■
演
題
”
日
本
人
ら
し
く
生
き
る

　
　
　
　
　
■
と
き
1
1
午
後
4
時
～

祝
賀
蒸
…

　
　
　
　
　
■
会
費
日
5
千
円

■
申
込
み
”
希
望
者
は
1
1
月
1
8
日
㈲
ま

　
で
に
博
物
館
友
の
会
事
務
局
（
博
物

館
内
盈
5
7
－
5
5
3
1
）
へ
。

※
式
典
は
午
後
3
時
1
5
分
か
ら
3
時
4
5

分
ま
で
（
参
加
費
は
無
料
）
祝
賀
会

　
以
外
は
申
し
込
み
不
要
。

　
　
鞭
嚢

欝
　
講
欝

　
　
鄭

「女と男」ふれ愛フェスダ99

　「男女共同参画社会」の実現をめざして、これか

らの男女の在り方について考えてみてはいかがです

か。気軽に参加してください。　　　　　　＿繍

●期日　11月21日（日）　　　　　　な惚捗隔

瀦グ鞭町公民館　謬謬

　14：30一）15：40

　　ふれ愛対談「女と男　明日を素敵に生きるには」

　　　安藤和津さん（キャスター・エッセイスト）

　　　福本一朗さん（長岡技術科学大学教授）

15：40～16：30　さわやかトーク「自分らしく…」

■問合せ＝企画人事課企画係（智57－3111）へ。
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多
額
の
財
政
節
約
が
で
き
た
こ
と
を

グ
ラ
フ
な
ど
で
説
明
。
「
ゴ
ミ
減
ら
し

や
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
践
は
、
一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
ま
ち
を
良
く
知
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
す
。
行
政
と
市
民
が

共
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
」
と

強
調
し
ま
し
た
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
は
貴
重
な
資
源
を
大

切
に
す
る
こ
と
と
話
し
「
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
3
本
で
ワ
イ
シ
ャ
ツ
ー
枚
が
で

き
る
。
牛
乳
パ
ッ
ク
3
0
枚
で
5
個
の

ロ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー
に
生
ま
れ
変
わ
る
。

ア
ル
、
、
＼
缶
1
個
作
る
の
に
4
0
W
の
電

球
を
1
0
時
間
3
6
分
点
灯
で
き
る
。
缶

ビ
ー
ル
2
個
を
大
ビ
ン
ビ
ー
ル
ー
本

に
変
え
る
だ
け
で
、
8
年
後
に
は
2

人
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
行
く
ほ
ど
の
節

約
に
な
る
」
と
事
例
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
ゴ
ミ
処
理
に
は
金
が
か

か
る
こ
と
を
国
民
全
体
が
認
識
し
、

一
人
ひ
と
り
が
ま
ち
を
汚
さ
な
い
よ

う
に
、
も
の
を
買
う
と
き
は
ど
う
な

る
か
よ
く
考
え
、
買
い
物
が
で
き
る

人
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
」
と
ま
と

ミあ佼◎馬る．

匿

磁
砂

翻く
×

　（動　　　へ
　　「｝二’

め
ま
し
た
。

　
市
で
も
来
年
4
月
か
ら
「
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
・
ト
レ
イ
」
の
分
別
収
集
を

実
施
し
、
ビ
ン
に
つ
い
て
も
早
期
の

実
施
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
環
境
保
全
を
通
し
て
、
こ
の
地

域
を
住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に

は
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
が
重
要
で
す
。

　
「
ま
た
会
お
う
ね
」
が
リ
サ
イ
ク

ル
の
心
、
エ
コ
ラ
イ
フ
は
豊
か
で
や

さ
し
い
暮
ら
し
。
包
装
を
断
り
、
ゴ

、
、
＼
を
出
す
ル
ー
ル
を
守
る
な
ど
身
近

な
こ
と
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
資
源
の
再
利
用
の

た
め
に
も
、
洗
っ
て
使
う
ビ
ン
を
選

ぶ
こ
と
も
大
切
で
す
。

癒鱗騨嚥榛礁溝職驚灘湊灘燧麟
　8月～11月にかけて、市内、津南町、川西町において忍

び込み事件が多発しています。狙われたのは、いずれも自

　　　　　　　　宅で就眠中、家の戸締まりをしなかっ
　　　・／回たため侵入され、現金が盗まれていま

　　　　ノ　　　す。決して他人ごとと思わずに●戸締
　　　イ
　品〆，．　　　　まりをしっかりと確認してから寝まし

　　　　　　　　ょう●貴重品や現金は安全な場所に保

　　　　　　　　管しましょう●不審な人・車を見たら

　　　　　　　　すぐに110番●万一被害に遭ったら現場

　　　　　　　　に触らず110番●情報は十日町警察署

　　　　　　　　（費52－0110）まで

翻鱈簗消火器の訪間点換燵漢意必麟

　各地で消火器の不適正な点検や、高額請求のトラブルが

発生しています。「消防署の方（方角）から来た」「事前に

電話をかけ信用させる」など、出入りの点検業者を巧妙に

　　　　　　　　装い、強引に回収・点検を行い、高額

　　　　　　　　な請求をしています。トラブルを防止

　　　　　　　　するために

　　　　　　　　●身分証の提示を求める

　　　　　　　　1557）に通報してください。

「
十
日
町
き
も
の
歴
史
館
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
レ
オ
ー
ブ
ン

　
雪
深
い
十
日
町
に
織
り
出
さ
れ
て
き
た
、
職
人
た
ち
の
技
術
の
結
晶
で
あ
る

貴
重
な
「
き
も
の
」
を
関
係
者
の
ご
協
力
に
よ
り
6
0
0
点
ほ
ど
収
集
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
十
日
町
市
の
宝
と
し
て
公
開
す
る
た
め
、
旧
織

物
会
館
2
階
の
一
部
を
改
装
し
「
十
日
町
き
も
の
歴
史
館
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン

す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
来
春
の
正
式
オ
ー
プ
ン
に
先
立
ち
、
次
の
日
程

で
特
別
公
開
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時

11

月
1
4
日
日
5
2
0
日
出

　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

■
場
所

旧
織
物
会
館
（
西
寺
町
）

●
問
合
せ
H
歴
史
遺
産
の
十
日
町
織

物
を
保
存
し
地
域
振
興
を
は
か
る

会
（
事
務
局
”
柳
重
治
㈱
柳
商
店

内
盈
5
2
1
7
2
2
1
）
へ
。

　　　　　　雪像制作

技術講習会
　十日町雪まつりも今年で第50回、半世紀を

迎えることができました。この節目にあたり

更なる躍進を続けて行く必要性を感じ、雪ま

つりの原点である「雪の芸術展」のレベル保

持・充実を目的に「雪像制作技術講習会」を

開催します。皆さんふるってご参加ください。

※今回は造形の要となる、人物像の制作手法

を中心に、基本的な技術などを学びます。

●日　時＝12月5日（日）午前9時～午後3時

●場所＝公民館本館（第2実習室）

●講　師＝藤巻秀正先生、小宮山晃夫先生

●定　員＝30人

●参加費二無料

●申込み＝十日町雪まつり実行委員会

（智57－3345）へ。
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十日町・塩沢間

平成14年度に開通予定

　
1
0
月
2
0
日
㈱
、
主
要
地
方
道
十
日
町
当
間
塩
沢
線
で

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
大
沢
山
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
関
係
者
、
地
域
住
民
な
ど
1
4
0

人
が
出
席
し
、
貫
通
発
破
の
あ
と
固
い
握
手
を
交
わ
し

貫
通
を
喜
び
ま
し
た
。
桑
柄
沢
と
塩
沢
町
大
沢
を
結
ぶ

延
長
2
、
6
9
8
m
の
大
沢
山
ト
ン
ネ
ル
は
、
平
成
4

年
度
に
塩
沢
側
か
ら
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。
平
成
6

年
に
は
重
点
整
備
箇
所
と
し
て
国
の
「
交
流
ふ
れ
あ
い

ト
ン
ネ
ル
・
橋
梁
整
備
事
業
」
の
指
定
を
受
け
て
い
ま

す
。
開
通
は
1
4
年
度
を
予
定
。
開
通
後
は
利
便
性
が
向

上
し
、
文
化
・
経
済
・
人
的
交
流
の
充
実
、
そ
し
て
関

東
・
長
野
方
面
か
ら
の
観
光
客
の
増
大
な
ど
の
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
ぶ
m
月
菅
⑬
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
「
す
こ
や
か
工

　
　
学
〒
推
進
員
研
修
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
・
す
こ
や
か

響
を

影
嚥
讐
雛
爆
鰻
麓
獣
羅
難
雇

麟
暴
ん
な
ど
の
遇
な
る
「
た
ば
こ
」
の
基
礎
知

害
基
識
に
つ
い
て
学
び
地
域
の
皆
さ
ん
に
啓
発
し
て
も
ら

有
§
う
た
め
に
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
力

翻
嫉
「
糞
勃
監
罷
潔
騨
難
籍

た
推
ら
、
「
た
ば
こ
は
低
タ
ー
ル
で
も
怖
い
喫
煙
は
男
女
と

　
　
　
　
も
妊
娠
・
出
産
に
悪
影
響
」
な
ど
、
た
ば
こ
が
お
よ
ぽ

　
　
　
　
す
有
害
に
つ
い
て
、
自
ら
の
臨
床
経
験
か
ら
の
具
体
的

　
　
　
　
事
例
を
交
え
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

∂置ひ¢5．
十日町高校、津南高校の英語指導助手。
カナダモントリオール出身。

　日本の1年のなかでも本当に美しい季節です。皆さんが

この良い気候と、秋がもたらしてくれたおいしい食べ物を

満喫していることと思います。もちろん私も、おいしい鍋

料理をつついていますよ。そしてもうすぐ紅葉が始まりま

す。楽しみですね。

　この前日光に行って来ました。秋の彩りを見るには少し

早かったけれど、なんて素晴らしいところなんでしょう。

神社仏閣をたくさん見学し、日本の歴史も少し勉強してき

ました。とてもおもしろい旅行でした。

　皆さんお体に気をつけて。そろそろ寒くなってきました

よ。

野　　－『P　　　　　ジェニファー・ロジヤース

　　　　What　a　beautiful　time　of　the　year　in　JapanH　hope

everyone　is　enjoying　the　fine　weather　and　good　food

autumn　has　brought　us．l　have　certainly　been　eating　my

share　of　delicious璽聖nabe”．lt　won’t　be　long　until　the　leaves

change　and　we　can　enjoy　that，too！

　　　　Recently，l　went　to　Nikko．lt　was　a　llttle　early　to

experience　the　faII　colors，but　what　a　wonderful　place！l

saw　many　temples　and　shrines　and　I　leamed　a　little

Japanese　history．lt　was　a　very　interesting　trip．

　　　　Please　take　care　of　yourselves．lt’s　beginning　to

get　cold！
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馨
．

㎜
蓑
饗
「
繁
日
町
十
無
の
回
顧
」

　
　
撒

繕
撚

謹
識
．

灘
麟
灘

鎌
瀟
・

畿
簗聴国

図
“
『

論罐聾
簸遜

騨
飼
難

講
鰍醗

ー
肇
　
辮

灘

ー
　
あ
り
が
と
う
十
臼
町
　
も
）
と
慢
く
な
れ
ナ
B
町
　
…
『

　
藝
み
雰
奪
李
潟

辮
　
　
　
叢

首都圏から多数の会員を迎え

初の交流会議開催
　
1
0
月
31
日
㈲
、
約
百
人
が
参
加
し
て
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ

で
大
好
き
十
日
町
会
「
十
日
町
交
流
会
議
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
議
で
は
活
力
あ
ふ
れ
る
故
郷
の
創
造
に
向

け
、
梅
田
健
次
郎
氏
（
㈱
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
相
談
役
）

の
基
調
講
演
と
転
入
者
・
転
出
者
の
代
表
6
人
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
講

演
で
梅
田
氏
は
、
十
日
町
で
過
ご
し
た
1
0
年
を
振
り
返

　
　
　
　
き
わ

り
「
心
の
際
を
取
り
払
い
、
リ
ゾ
ー
ト
母
都
市
と
し
て

よ
そ
人
を
迎
え
る
温
か
な
心
を
育
ん
で
ほ
し
い
」
と
主

張
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
「
よ
そ
者
、
若
者
、
馬

鹿
（
夢
中
に
な
れ
る
）
者
」
が
町
づ
く
り
に
不
可
欠
で
、

彼
ら
に
活
躍
の
場
を
与
え
る
こ
と
が
活
気
を
取
り
戻
す

第
一
歩
で
あ
る
こ
と
等
を
確
認
し
閉
幕
し
ま
し
た
。

　
　
現
1
1
月
－
日
⑳
四
日
町
新
田
3
地
内
に
グ
ル
ー
プ
ホ

活
実
ー
ム
「
す
ず
ら
ん
」
が
開
設
し
ま
し
た
・
＋
日
町
●
中

生
が

同
活
魚
沼
圏
域
で
は
初
の
取
り
組
み
で
、
知
的
障
害
者
が
地

共
生
域
で
一
般
生
活
を
送
る
た
め
の
支
援
を
行
つ
こ
と
を
目

ご
　
　
　
的
と
し
た
小
規
模
な
生
活
共
同
体
で
す
。
社
会
福
祉
法

力
立

者
自
人
あ
か
ね
会
が
地
域
生
活
支
援
に
唾
切
出
し
、
知
的
障

害
の
害
者
更
生
施
設
「
な
か
ま
切
家
」
が
，
ッ
汐
ア
ッ
プ
施

障
で
椴
と
な
っ
て
運
営
し
ま
す
今
回
は
「
な
カ
ま
の
家
」

的
域
力
ら
一
般
企
業
へ
就
労
し
た
鼠
と
「
な
ご
み
の
家
」

知
地
へ
通
所
す
る
1
人
の
計
4
人
力
利
用
し
ま
す
．
障
害
が

　
　
　
　
あ
る
た
め
数
々
の
配
慮
や
援
助
・
支
援
等
が
必
要
で
す

　
　
　
　
が
、
利
用
者
4
人
は
、
地
域
の
応
援
を
い
た
だ
き
、
初

　
　
　
　
め
て
の
地
域
生
活
に
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

問
健
健
費

●

胃
が
ん
の
早
期
発
見

　
市
の
実
施
し
た
平
成
1
0
年
度
の
胃

が
ん
検
診
で
は
4
、
0
6
6
人
が
受

診
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
1
1
人
に

「
が
ん
」
が
見
つ
か
り
、
そ
の
内
7

人
は
「
早
期
が
ん
」
で
し
た
。

●
検
診
の
大
切
さ

　
胃
が
ん
は
、
症
状
が
全
く
な
い
場

合
も
あ
れ
ば
、
「
も
た
れ
・
痛
み
・
吐

き
気
」
な
ど
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
、

特
有
の
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
般

的
に
は
、
自
覚
症
状
の
あ
る
医
療
機

関
の
外
来
受
診
者
か
ら
の
発
見
に
比

べ
る
と
、
自
覚
症
状
が
な
い
「
検
診
」

か
ら
は
「
早
期
が
ん
」
で
見
つ
か
る

ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
早
期
が
ん
と
進
行
が
ん
は
、
〈
図
〉

の
よ
う
に
5
層
か
ら
な
る
胃
壁
の
ど

こ
ま
で
病
巣
が
達
し
て
い
る
か
で
決

ま
り
ま
す
。
ご
く
早
期
に
見
つ
か
れ

ば
開
腹
せ
ず
、
内
視
鏡
的
に
手
術
さ

れ
、
入
院
期
間
も
短
く
す
み
ま
す
。

　
し
か
し
、
早
期
が
ん
の
中
に
も
、

突
然
進
行
す
る
が
ん
も
あ
り
、
毎
年

検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
塩
分
と
胃
が
ん
の
関
係

　
胃
が
ん
は
、
新
潟
、
富
山
、
山
形
、

秋
田
県
な
ど
の
漬
け
物
を
た
く
さ
ん

食
べ
る
地
域
に
多
い
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
一
度
に
多
量
の
塩
分
が
胃
の
中

に
入
る
と
、
胃
の
表
面
の
粘
液
が
流

れ
て
粘
膜
に
生
じ
た
「
が
ん
細
胞
」

の
増
殖
を
助
長
し
ま
す
。
ま
た
、
潰

瘍
が
で
き
や
す
く
、
そ
の
跡
を
再
生

す
る
と
き
に
発
が
ん
物
質
が
あ
る
と

「
が
ん
化
」
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

塩
分
の
取
り
す
ぎ
に
は
十
分
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

　
食
事
の
面
で
は
、
ビ
タ
ミ
ン
C
や

べ
ー
タ
カ
ロ
チ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
E
を

含
む
緑
黄
色
野
菜
を
と
る
こ
と
も
胃

が
ん
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
日
常
生
活
で
は
、
飲
酒
や
喫
煙
に

注
意
し
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
努
め
、

規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

　
　
　
　
い
　
　
へ
き
　
　
　
　
　
　
ふ
く
く
う

胃
の
内
腔
　
　
胃
壁
　
　
　
腹
腔

⑧⑧㊥⑧

馨
一

　
　
　
　
ん

　
　
　
　
ゆ
ヤ

　
　
　
　
カ

し
ょ
う
ま
く
か
そ
う
　
　
　
　
ず

漿
膜
下
層
　
轡

こ
ゆ
う
き
ん
そ
う

固
有
筋
層

粘£

膜ぞ

下か

層言

行
㊥
　
　
　
欝

鯖袈
層
板
層
舞
膜

韓
雛
騨
漿

一早期がん一一一一
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バスケットでいい汗流そう

　目標は全国大会出場

このコーナーでは、登場していただくサークルを募集しています。

問い合わせは企画人事課広報広聴係費57－3111内線213へ。 私たちとバスケットボールを楽しみませんか

十日町クラブは十日町市バスケットボール協会の中に属

し、県内外の大会に参加しています。男子チームと女子チ

ームがあり、毎週月曜日と木曜日の夜2時問程度（午後7

時30分～9時30分）、20代～30

代の男女約20人の選手が地域

と世代を越えて集まり、総合

高校の体育館で練習を重ねて

います。

選手一人ひとりは、地元や

職場のチームにも所属してい

て、それぞれの選抜として参

加しています。練習も試合を

意識した実戦形式が中心です。

今年9月に五泉で行なわれた

県下の青年大会では、男子が

3位、女子が準優勝を果たす

ことができました。（過去女子チームにおいては、全国大会

に2回出場しています。）来年の青年大会の目標は、男女ア

ベック優勝（全国大会出場）です。また、年間を通じて北陸

大会や近県大会など約10のトーナメント大会にも出場して

います。

練習は厳しい面もありますが、仲間が励ましあい、苦し

い練習を乗り越えて、試合で勝った時の感動は何ものにも

替えがたい喜びがあります。そして、試合後の慰労会も親『

睦を深めることのできる楽しみの一つです。

私たち十日町クラブでは、バスケットボール経験者はも

ちろんですが、バスケットボールが好きな方、興味がある

方でも男女共に募集しています。参加希望者は練習日に直

接おいでになるか、下記までご連絡をお願いします。ぜひ

一度、練習を見に来てください。連絡先：池田実（盈57－

1342）へ。

●馨燗繭頃P輪●o職押鹸o蟹囎騨繭鱒轍㊤樋㊤o

麺
猛
馨
盤
嚢
O
濤
塾
灘
塾
菱
6
籍

山田百合子さん
（土市第2盈58－2407）

ま
ぐ
ろ
と

　
ゆ
で
大
豆
の

　
　
　
　
昧
噌
が
ら
め

　
大
豆
の
香
ぱ
し
さ
と
味
囎
味
が

マ
ッ
チ
し
て
、
ビ
ー
ル
の
お
つ
ま

み
に
最
適
。
子
ど
も
に
は
小
さ
め

の
小
女
子
を
入
れ
れ
ぱ
、
カ
ル
シ

ウ
ム
も
し
っ
か
り
と
れ
ま
す
。

〈
作
り
方
〉

①
ま
ぐ
ろ
を
A
の
調
味
料
に
3
0
分

　
つ
け
る
。

②
B
の
調
味
料
を
合
わ
せ
、
焦
が

　
さ
な
い
よ
う
に
弱
火
に
か
け
煮

　
立
っ
て
き
た
ら
火
か
ら
お
ろ
す
。

◎
ゆ
で
大
豆
に
片
栗
粉
を
ま
ぶ
し
、

　
適
量
の
油
で
4
～
5
分
揚
げ

　
る
◎

　
カ
リ
ッ
と
し
た
食
感
を
お
好
み

　
の
万
は
、
揚
げ
時
間
を
少
し
長

　
く
す
る
。

④
①
の
汁
を
よ
く
切
り
、
片
栗
粉

　
を
ま
ぶ
し
て
油
で
揚
げ
る
。

◎
②
◎
④
を
ム
ロ
わ
せ
、
白
ご
ま
を

　
か
ら
ま
せ
る
。

◎傾帥●稔頓鱒嚢噛肉鱒●o

繋網騰●脚●

〈材料＞

まぐろ角切り…175g
A｛　濃口しょうゆ…大さじ1％
　酒…大さじ％
　しようが…308（すりおろした汁）
片栗粉…大さじ1％
ゆで大豆（市販のもので可）…100g
片栗粉…大さじ1％

B｛　白味囎…大さじ2、赤昧檜…大さじ2
　三温糖…大さじ3、みりん…大さじ2
　しようが…308（すりおろした汁）
白むきいりごま　208
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じょうずに

描けたね〃
⑭水沢保育所

佐藤圭介くん

（5歳）顧保育所瓢，叢灘

　
一
輪
車
の
練
習
を
し
て
い
る
絵
だ
よ
。
い

っ
ぱ
い
練
習
を
し
た
ら
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
よ
。
絵
を
か
く
の
が
大
好
き
。
ぼ
く
の
好

き
な
ト
カ
ゲ
も
一
輪
車
に
乗
つ
て
る
よ
。

観
舞
舗
繍
籍
㊨
翻
．
雛
・
．
，

　
婁
ノ
睡
欝
“
、
・

　
　
舞
・
調
絹
離

灘
濫

騰
搬
難

　
運
動
会
で
、
一
輪
車
に
乗
り
な
が
ら
お
友

だ
ち
と
手
を
つ
な
ぎ
、
旗
を
く
ぐ
っ
て
い
る

絵
だ
よ
。
［
輪
車
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
自
転
車
も
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
。
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姉
妹
都
市
提
携
2
5
周
年
に
あ
た
り
、
交
流
協
会
と
十
日
町
市
か
ら

本気の本音
護毒●．嚢から⑳へ

⑯

繋
瀧
鵜
懸

　
　
　
　
　
コ
モ
市
に
記
念
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
を
送
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
作
成

を
藤
巻
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
風
光
明
媚
な

コ
モ
湖
畔
に
設
置
し
、
そ
れ
を
見
る
た
び
に

姉
妹
都
市
十
日
町
を
思
い
出
せ
る
よ
う
な

も
の
を
と
い
う
の
が
希
望
で
す
。
来
年
の

除
幕
式
に
は
、
ぜ
ひ
多
く
の
市
民
の
方
々
に

ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

圃
騨
翰
郡
業
メ
ン
ト

設
置
場
所
を
見
て
き
ま
し
た
。
コ
モ
湖
が
背
景

に
広
が
る
素
晴
ら
し
い
所
で
す
。

禽
　㌔輔灘蕊

働
熱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は

両
市
の
交
流
の
象
徴
と
な
る
も
の
な
の
で
色
々
検
討
中
で
す
が
、
今
は
き
も
の
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
を
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
東
洋
的
な
題
材
を
、
西
洋
に
も

受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
ど
う
ア
レ
ン
ジ
す
る
か
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
ね
。

十
日
町
・
コ
モ
姉
妹
都
市
交
流
協
会
の
村
尾
隆
副
会
長
（
右
）
と
、
十
日
町
市
在
住
の
芸
術
家
藤
巻

秀
正
さ
ん
（
左
）
で
す
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
除
幕
式
は
来
年
秋
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ぞ
㌧
璽

　
私
は
、
9
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
ま
し
た
。
尋
常
高
等
小
学
校

卒
業
後
、
十
日
町
の
染
色
講
習
所
で

2
年
間
織
物
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。

卒
業
し
て
関
芳
さ
ん
に
勤
め
て
2
年

位
た
っ
た
時
に
徴
兵
検
査
に
合
格
し

昭
和
1
3
年
1
2
月
に
入
隊
し
ま
し
た
。

　
　
　
ら
し
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

朝
鮮
の
羅
新
に
上
陸
し
、
満
州
の
牡

た
ん
こ
う
し
ょ
う

丹
江
省
の
ム
ー
リ
ン
に
駐
屯
す
る
1

1
7
部
隊
第
2
機
関
銃
中
隊
に
配
属

さ
れ
ま
し
た
。
1
4
年
8
月
に
ノ
モ
ン

ハ
ン
の
警
備
に
つ
き
ま
し
た
が
、
交

代
し
た
部
隊
が
翌
日
に
全
滅
と
い
う

命
拾
い
の
経
験
が
あ
り
ま
す
。
1
4
年

10

月
に
は
ハ
ル
ピ
ン
に
移
り
3
年
程

勤
め
て
除
隊
し
ま
し
た
。

　
家
で
は
丸
水
工
場
に
勤
め
る
か
た

わ
ら
川
治
青
年
学
校
の
指
導
員
を
や

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
再
入
隊
と
終

戦
を
は
さ
ん
で
勤
め
は
関
芳
さ
ん
に

移
り
ま
し
た
。
当
時
は
織
り
が
中
心

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
っ
き

だ
っ
た
の
で
、
私
は
織
機
を
買
っ
て

岡村栄一さん
（関根第一）82歳

このコーナーでは、登場していただく人を募集

しています。問い合わせは企画人事課広報広

聴係費57－3目1内線213へ。

工
場
を
始
め
ま
し
た
。
最
盛
期
に
は

織
機
6
台
で
、
関
芳
さ
ん
な
ど
の
仕

事
を
7
人
使
っ
て
や
り
ま
し
た
。
昭

和
4
0
年
ご
ろ
ま
で
好
調
で
し
た
が
、

会
社
が
個
人
に
織
機
を
貸
出
す
よ
う

に
な
る
と
、
織
り
手
が
来
な
く
な
り
、

50

年
ご
ろ
に
は
機
の
商
売
を
や
め
ま

し
た
。
私
の
人
生
で
こ
の
時
が
一
番

大
変
で
し
た
。

　
商
売
の
穴
を
埋
め
る
工
面
が
つ
か

ず
に
泣
く
泣
く
田
圃
を
売
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
必
死
で
農
業
と
土
方
で
働

き
ま
し
た
。
冬
場
は
妻
と
飯
場
に
泊

込
み
、
鉄
塔
工
事
の
穴
堀
り
を
7
年

や
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
ス
キ
ー
場

で
1
3
年
働
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中

で
、
娘
3
人
を
育
て
、
家
を
建
て
、

娘
2
人
を
嫁
に
や
り
、
下
の
娘
に
婿

さ
ん
を
も
ら
い
孫
が
出
来
ま
し
た
。

い
ま
は
若
手
か
ら
楽
を
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
福
寿
会
と
い
う
老
人

会
の
会
長
を
1
0
数
年
も
務
め
、
国
道

の
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
奉
仕
活
動
に
携
わ

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
私
の
誇
り
で

あ
り
、
ま
た
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。
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韓
難
響
か
け
ま
せ
ん
か

磯
霧

祈
2
0
0
2
年
W
杯
公
認
キ
ャ
ン
ブ
誘
致

ワー

ルド

カ
ッ
プ
写
真
展

　
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
新
聞
社
か
ら
提
供

さ
れ
た
9
8
フ
ラ
ン
ス
大
会
の
写
真
や
公
認

キ
ャ
ン
プ
誘
致
十
日
町
施
設
紹
介
ビ
デ
オ

な
ど
を
展
示
・
上
映
中
獲
日
時
“
11
月
2
8

日
㈲
ま
で
獲
場
所
H
十
日
町
情
報
館
ギ
ャ

ラ
リ
ー
徽
間
合
せ
H
2
0
0
2
年
F
I
F

A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
十
日
町
誘
致
実
行
委

員
会
事
務
局
（
盈
5
7
1
3
1
1
1
）
へ
。

お
や
こ
劇
場
例
会

　
げ
き
だ
ん
は
て
な
講
演
「
い
き
て
て
よ

か
っ
た
」
　
元
気
な
三
人
組
が
舞
台
狭
し

と
歌
っ
て
踊
り
ま
す
。
灘
日
時
H
1
1
月
2
0

日
㈲
午
後
7
時
～
8
時
1
5
分
（
開
場
午
後

6
時
3
0
分
）
灘
場
所
”
ク
ロ
ス
ー
0
糠
問
合

せ
1
1
水
落
静
子
（
費
5
6
－
2
1
4
4
）
へ
。

ほ
く
ほ
く
線
沿
線

大
正
琴
演
奏
会

　
流
派
や
教
室
を
越
え
て
大
正
琴
を
楽
し

む
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
饗
日
時
U
11

月
21
日
㈲
午
後
1
時
～
4
時
饗
場
所
”
松

代
町
産
業
物
産
会
館
臓
参
加
グ
ル
ー
プ
H

20
団
体
灘
入
場
料
H
無
料
饗
問
合
せ
H
ほ

っ
く
ほ
く
何
で
も
相
談
所
（
盈
5
0
1
1
2

7
7
）
へ
。

ド
ー
ム
中
里
「
き
☆
ら
・
ら
」

獲
日
時
H
n
月
1
4
日
㈲
21
日
㈲
2
8
日
㈲
午

前
1
1
時
～
1
1
時
4
0
分
※
2
8
日
㈲
午
後
7
時

30
分
～
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
ラ
ネ
「
宗
次
郎
＆

キ
ロ
ロ
」
特
集
籔
場
所
1
1
中
里
村
U
モ
ー

ル
雛
入
場
料
H
一
般
2
百
円
、
中
学
生
以

下
百
円
鑛
問
合
せ
月
中
里
村
教
育
委
員
会

（
智
63
1
4
4
7
8
）
へ
。

加
し
ま
せ
ん
か

欝女
性
セ
ミ
ナ
ー

「
パ
ー
ト
で
働
く
こ
と
」

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
く
人
の
福
祉
増
進

を
目
的
に
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
」
と

い
う
法
律
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。

働
く
人
も
、
雇
う
人
も
み
ん
な
で
「
パ
ー

ト
で
働
く
こ
と
」
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ

う
。
籔
日
時
1
1
1
1
月
2
7
日
㈹
午
後
1
時
3
0

分
～
午
後
4
時
麓
場
所
“
公
民
館
本
館
纏

講
師
H
中
西
英
子
さ
ん
（
労
働
省
新
潟
女

性
少
年
室
長
）
綴
申
込
み
H
公
民
館
本
館

寄付ありがとう
　　10月25日届け出分まで（敬称略）

囹社会福祉事業へ二十日町郵便局

（本町6、108，870円）

囹地域福祉事業へ＝登坂冨士子（西

浦東、香典返し10万円）

囹赤い羽根共同募金へ＝匿名（1万

円）妻有荘むつみ会（幸町、8千円）

勝又薬局お客様一同（昭和町2、3，
196円）

囹国際交流・文化スポーツ基金へ二

㈱サン・ライフ上越国際C　C十日町

コース（10万円）、天理教北越分教会

（10万円）

團公民館へ＝十日町市舞踊協会（ポ

スター等拡大印刷機）

囹情報館へ二田中正（上越市〉中村

明子（川西町）木島正代（高田町2）

今井マツ（本町5）真霜花（四日町

1）高橋弥生（小泉）服部美千代（西

本町1）岡田稔（上原）上村宇一（新

宮1）当重脊子（東枯木又）庭野勇

吉（高田町3西）十日町新聞社、南

魚美術協会、越後民謡民舞連合会

囹博物館へ＝蕪木照夫（諏訪町）田

中節子（田中町本通り）高橋清一（住

吉町）柳ウメ（北新田1）斉藤フジ

ノ（上原）

（
智
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。
※
保
育
ル
ー

ム
希
望
者
は
n
月
2
5
日
㈲
ま
で
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
饗
問
合
せ
H
企
画
人
事
課

企
画
係
へ
。

2
0
0
V
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　
初
参
加
大
歓
迎
！
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ

ー
を
使
い
「
ほ
っ
か
ほ
か
の
中
華
ま
ん
を

作
ろ
う
」
肉
ま
ん
、
手
羽
先
の
ス
ー
プ
ほ

か
を
作
り
ま
す
。

雛
日
時
H
n
月
1
9
日
働
午
前
1
0
時
3
0
分
～

午
後
1
時
欝
場
所
H
東
北
電
力
十
日
町
営

業
所
罐
定
員
H
1
8
人
（
申
込
多
数
の
場
合
、

抽
選
）
繊
参
加
費
“
5
百
円
繕
申
込
み
ロ

東
北
電
力
十
日
町
営
業
所
（
智
5
2
1
3
1

0
7
）
へ
。

◆
社
会
福
祉
法
人
苗
場
福
祉
会
職
員
募
集

⑫
採
用
職
種
・
人
員
”
①
看
護
婦
（
士
）

ま
た
は
准
看
護
婦
（
士
）
3
人
②
理
学
療

法
士
1
人
③
作
業
療
法
士
1
人
④
栄
養
±

2
人
⑤
調
理
師
2
人
⑥
介
護
員
5
人
⑫
受

験
資
格
”
①
～
⑤
”
有
資
格
者
（
来
春
ま

で
の
資
格
取
得
見
込
み
者
を
含
む
）
で
採

用
日
現
在
1
9
～
3
5
歳
の
人
⑥
H
採
用
日
現

在
1
9
～
3
5
歳
の
人
鯵
採
用
予
定
日
”
12
年

4
月
1
日
⑦
選
考
方
法
”
書
類
審
査
・
面

接
⑫
給
与
・
採
用
条
件
等
”
苗
場
福
祉
会

諸
規
定
に
よ
る
。
⑫
申
込
み
旺
1
2
年
1
月

末
ま
で
に
老
人
保
健
施
設
み
さ
と
苑
事
務

局
（
〒
9
4
9
－
8
2
0
2
　
津
南
町
大

字
芦
ケ
埼
乙
3
1
7
　
費
6
5
1
3
4
0

0
）
に
履
歴
書
を
送
付
。
追
っ
て
面
接
日

を
通
知
し
ま
す
。

◆
出
稼
ぎ
に
出
ら
れ
る
人
へ
　
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者
で
、
出
稼
ぎ
の
た
め
保
険

証
を
家
族
と
分
け
る
必
要
の
あ
る
人
は
届

出
が
必
要
で
す
。
⑫
届
出
に
必
要
な
も
の
”

①
保
険
証
②
行
き
先
の
住
所
②
問
合
せ
”

市
民
生
活
課
国
保
係
へ
。

◆
国
民
年
金
の
種
別
が
変
わ
っ
た
時
は
届

出
を
　
国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
職
業
な

ど
に
よ
り
次
の
3
種
類
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
鯵
第
一
号
被
保
険
者
1
1
農
業
・
自
営

業
や
2
0
歳
以
上
の
学
生
な
ど
⑫
第
二
号
被

保
険
者
”
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入

者
●
第
三
号
被
保
険
者
”
第
二
号
被
保
険

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

▼
届
出
は
忘
れ
ず
に
　
就
職
・
転
職
・
退

職
・
結
婚
・
離
婚
な
ど
で
種
別
が
変
更
に

な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
都
度
届
出
が
必
要

で
す
。
あ
な
た
の
大
切
な
年
金
で
す
。
ど

ん
な
に
忙
し
く
て
も
、
届
出
だ
け
は
忘
れ

ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
●
届
出
・
問
合
せ
”

市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
。

◆
消
費
税
は
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

　
1
1
月
は
、
3
・
6
・
9
・
1
2
月
決
算
法

人
の
中
間
ま
た
は
確
定
分
に
か
か
る
消
費

税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
申
告
と
納
税
の

月
で
す
。
期
限
内
に
申
告
と
納
税
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。
⑫
問
合
せ
”
十
日
町
税

務
署
（
智
52
1
3
1
8
1
）
へ
。

◆
国
民
金
融
公
庫
の
「
一
日
公
庫
」
開
設

　
新
た
な
設
備
投
資
や
、
仕
入
資
金
な
ど

76



運
転
資
金
の
利
用
を
考
え
て
い
る
人
は
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
膨
内
容
1
1
融
資

相
談
と
借
入
申
込
の
受
付
（
印
鑑
・
決
算

書
持
参
の
こ
と
）
聯
日
時
”
1
1
月
1
6
日
㈹

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
諺
場
所
”
十
日
町

商
工
会
議
所
骸
申
込
み
”
事
前
に
相
談
申

込
用
紙
を
十
日
町
商
工
会
議
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
（
用
紙
は
商
工
会
議
所
に
あ

り
ま
す
。
）
縁
問
合
せ
”
十
日
町
商
工
会
議

所
（
盈
57
1
5
1
1
1
）
へ
。

◆
企
業
等
の
印
鑑
証
明
手
続
き
が
変
わ
り

ま
す
　
法
務
局
で
交
付
す
る
法
人
等
の
印

鑑
証
明
書
の
申
請
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す
。

従
来
の
申
請
書
に
直
接
届
出
印
を
押
す
方

法
か
ら
、
よ
り
安
全
で
簡
単
な
「
力
i
ド

式
印
鑑
間
接
証
明
方
式
」
（
押
印
不
要
な
申

請
書
と
印
鑑
力
ー
ド
を
提
出
す
る
方
法
）

に
切
り
替
わ
り
ま
す
。
鯵
対
象
”
十
日
町

圏
域
6
市
町
村
内
に
本
店
ま
た
は
主
た
る

事
務
所
を
置
い
て
い
る
、
会
社
・
法
人
の

代
表
者
等
の
印
鑑
⑫
通
知
”
対
象
と
な
る

会
社
等
に
は
1
月
中
旬
以
降
に
印
鑑
力
ー

ド
の
交
付
申
請
に
係
わ
る
案
内
文
書
を
郵

送
し
ま
す
。
⑫
問
合
せ
”
新
潟
地
方
法
務

局
十
日
町
支
局
（
費
52
i
2
5
7
5
）
へ
。

◆
労
働
問
題
の
無
料
相
談

　
賃
金
引
下
げ
や
出
向
、
突
然
の
整
理
解

雇
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
労
働
条
件
に
つ
い
て

無
料
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。
⑫
受
付
時

間
”
月
曜
日
～
金
曜
日
午
後
2
時
～
8

時
、
土
曜
日
午
後
1
時
～
6
時
磁
相
談
先

”
新
潟
県
労
働
条
件
相
談
セ
ン
タ
ー
（
智

0
1
2
0
1
7
8
3
－
4
0
4
）
へ
。

◆
障
害
者
1
1
0
番

　
障
害
者
の
人
権
や
財
産
等
を
守
る
た
め
、

本
人
や
家
族
等
の
相
談
を
無
料
で
お
受
け

し
ま
す
。
⑫
相
談
窓
口
”
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ

内
障
害
者
1
1
0
番
係
（
中
蒲
原
郡
亀
田

町
向
陽
1
－
9
1
1
　
費
0
2
5
1
3
8

1
1
0
1
1
0
）
へ
。

【
一
般
相
談
窓
口
】
（
専
任
相
談
員
に
よ
る

常
設
窓
口
）
⑫
日
時
“
年
末
年
始
を
の
ぞ

く
毎
日
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
⑫
相
談
方

法
”
電
話
ま
た
は
来
所
に
よ
る
相
談
（
来

所
は
要
予
約
）

【
専
門
相
談
】
（
弁
護
士
と
専
任
相
談
員
が

会
場
に
出
向
き
ま
す
）
⑫
日
時
H
n
月
17

日
㈱
午
後
1
時
～
3
時
⑫
会
場
”
長
岡
市

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
長
岡
市
水
道
町
3

i
5
1
3
0
）
纏
申
込
み
”
事
前
に
相
談
窓

口
に
電
話
等
で
要
予
約
。

◆
長
寿
亀
シ
ー
ル
を
さ
し
あ
げ
ま
す

　
高
齢
者
自
身
の
交
通
安
全
意
識
を
高

め
、
ほ
か
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
注
意
を
促
す

目
的
で
、
二
輪
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
貼
る

夜
光
反
射
性
シ
ー
ル
「
長
寿
亀
シ
ー
ル
」

を
作
り
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り
走
る
亀
に
あ

や
か
り
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
シ
ー
ル
を
6
5

歳
以
上
の
二
輪
車
運
転
者
に
贈
呈
し
ま

す
。
希
望
者
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
持
参
し
て

十
日
町
交
通
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
鯵
問
合
せ
”
十
日
町
交
通
セ
ン
タ
ー

（
智
57
1
6
0
5
5
）
へ
。

◆
サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
に
協
力
を

　
n
月
1
5
日
㈲
に
サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
市
内
で
は
統
計
的
手

法
に
よ
り
選
ば
れ
た
9
5
の
事
業
所
で
調
査

が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

⑫
調
査
対
象
業
種
1
1
理
容
業
・
旅
館
業
・

自
動
車
整
備
業
・
広
告
業
・
協
同
組
合
・

医
療
業
・
社
会
保
険
な
ど
⑫
問
合
せ
1
1
総

務
課
文
書
統
計
係
へ
。

◆
ほ
く
ほ
く
線
利
用
状
況
調
査
に
協
力
を

　
地
元
第
3
セ
ク
タ
ー
鉄
道
「
ほ
く
ほ
く

線
」
の
ロ
ー
カ
ル
電
車
利
用
促
進
に
向
け

利
用
状
況
調
査
を
行
い
ま
す
。
無
作
為
抽

出
し
た
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
⑫
主
催
”
ほ
く
ほ
く
線

沿
線
地
域
振
興
連
絡
協
議
会
⑫
問
合
せ
H

ほ
く
ほ
く
線
沿
線
地
域
振
興
連
絡
協
議
会

事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
智
5

7
1
3
1
1

1
）
へ
。

嵜‘

◆
1
1
月
は
「
青
少
年
健
全
育
成
強
化
月
間
」

　
明
日
を
担
う
青
少
年
が
心
身
と
も
に
健

や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、
市
民
み
ん
な

の
願
い
で
す
。
青
少
年
の
健
全
育
成
を
社

会
全
体
で
支
援
し
ま
し
ょ
う
。

㎝
闇

…
≡覗”

”
≡

姻陪
市では、平成婬年度内の策定をめざして男女共同参画社会づくりに向けた計画づく

りを進めています。このたび、プラン策定の検討内容を市民の皆さんにお知らせする

ため、甫役所玄関、公民館本館・各地区館、蕎少年ホーム、情報館に関係資料やプラ

ンの策建状況をお知らせするゼ十臼町市男女共同参画プラン通信」のファイルを設置

しました。ファイルには提案・質問用紙と封筒が入っています、提案や質問がありま

したら、用紙に記入のうえ各施設の窓口または、企團人事課企画係にお出しください。

提案については、プラン検討の際に参考とさせていただくほか、質問には『十日町市

男女共同参画ブラン通信」上で回答します。

ロ問合せ＝企画人事課企画係（豊57－3111内線246）へ。
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●
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ゆずります
ゆずってください
・消費者協会（市民生活課生活環境係）へ

鐵雛難覇購繍
品　　　名 規　格 希望価格

フルオートカメラ キャノンT80
70－210付 1万8千円

フルオートカメラ キャノンEOS
70－210付 2万3千円

ゴムのカ　ッパ サイズ3L 相談で

耕　　　運　　　機 三菱9馬力 20万円

タ　　　イ　　　ヤ
ヨコパマタイヤ5宍17インチ

（アルミホイール付） 7万円
男子学生服（上下） 2　L 無　料

犬小屋（三角屋根） 中型 2千円
キャノンー眼レフカメラ EOS100QD

パノラマ 2万5千円

和裁用たち板 多少小型 1万円

子供用英語教材
ペピチツツ

中央出版ビデオ中心
15万円か相談

足ふみミシン 無　料

編　　　み　　　機 ブラザー811型
／ノ

大人用三輪自転車 多少汚れあり ／／

シングルベッド 〃

洋　服　タ　ン　ス 〃

足ふみミシン 相談で

整　理　タ　ン　ス 高さL8m巾1．2m 〃

ベビータンス 高さ85㎝巾72㎝ 〃

編　　　み　　　機 ブラザー 無　料

レコードプレーヤー ／ノ

ス　　テ　　レ　　オ 相談で

クラシックのレコード盤 〃

ポータブルミシン ジューキ
ノ／

和裁用たち板 無　料

三面鏡の鏡台
ノ／

電　子　レ　ン　ジ 相談で

カ　ラ　ー　T　V NEC12型 無　料

浴　　　　　　　槽 1人用ガス釜付 相談で

こ　い　の　ぽ　り 無　料

本　　　　　　　棚 スチール5段 〃

本　　　　　　棚 木製5段 ／／

充　　　電　　　器 ヤマパパス用 相談で

　　　　　　　　　　葦　　　　　　　　　．蓼　　　　　　　　　嚢　　　　　　　　　叢　　　　　　　　嚢　　　　　　　　購　　　　　　　難　　　　　　熱　　　　灘…　　雛　雛麟
卓　　　球 ム

ロ 公式用 相談で

耕　　　運 機 中型か小型 〃

自　　　転 車 24インチ 無　料

耕　　　運 機 小型 相談で

ス　ク　ー　タ 一 50cc
／ノ

ノート型パソコン
／ノ

乾　　　燥 機 10俵入れ 〃

二　段　ベ　ツ ド 2千円
自　　　転 車 26インチ 相談で

ウオーキングマシン 千円

電　子　ピ　ア ノ ヘッドホン付・足付 3万円位

バ　　　イ ク 125cc以下 1万円位

マ　　マ　　コ　　ー 卜 相談で

か　　め　　の ㎞
㌧

〃

チャイルドフエンス 3　つ 〃

ストーブガード 〃

ファンヒーターガード 2　つ 〃

子　供　用　椅 子 〃

自　　　転 車 小学生用 2～3千円

も　ち　の　う す 木製か石製 相談で

自　　　転 車 幼児用（補助車付） 〃

アルペンスキー 幼児用（5～6歳用） 〃

チャイルドシート 幼児用
／／

子供服（夏冬服問わず） サイズ90 ノノ
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転
繍
導
簿

　　　∫　》≒

翻藤

十
日
町
市
史
を
読
む
⑫

ゆ
れ
う
ご
羅
行
政
機
穣

購
鐡
鑛
難

　
　
　
　
　
　
戊
辰
戦
争
の
戦
火
が
越
後
全
土
に

　
　
　
　
　
広
が
ろ
う
と
し
て
い
た
慶
応
四
年
四

　
　
　
　
　
月
（
九
月
に
明
治
と
改
元
）
、
新
政
府

　
　
　
　
　
軍
は
、
軍
政
の
た
め
に
新
潟
裁
判
所

　
　
　
　
　
を
設
け
、
五
月
に
は
越
後
府
と
改
称

　
　
　
　
　
し
、
小
千
谷
に
民
政
局
を
開
設
し
ま

　
　
　
　
　
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ん
せ
き
ほ
う
か
ん

　
　
　
　
　
　
翌
二
年
一
月
の
版
籍
奉
還
を
う
け

　
　
　
　
　
て
、
七
月
に
は
水
原
県
を
設
置
し
、

　
　
　
　
　
八
月
に
柏
崎
県
を
分
置
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
当
地
域
は
、
柏
崎
県
に
所
属
す
る
こ

　
　
　
　
　
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
柏
崎
県
は
、
明
治
六
年
に
新
潟
県

　
　
　
葉
巻
総
灘
騨

　
　
　
　
　
　
巻
麺
響
爺

維
昏
歳
霧
嚢
凝
藤

ゑ
番
癒
剰
灘
難
雄
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

遜
趨
籔
璽
灘
離

　
瑚
潅
登
箒
潔
雇
蒐
礁

羅鰹

嬉
翻
　

に
合
併
し
ま
し
た
が
、
県
の
組
織
が

確
立
し
て
い
く
な
か
で
、
戸
籍
法
・

　
　
　
　
　
こ
ち
ょ
う

大
小
区
制
・
戸
長
制
な
ど
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
新
政
府
は
、
行
政
組
織

を
確
立
す
る
な
か
で
、
中
央
集
権
化

を
は
か
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　
第
十
二
大
区
小
十
区
三
番
組
、
と

い
っ
て
も
、
ど
こ
か
わ
か
ら
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
明
治
八
年
か
ら
十
二

年
ま
で
は
、
中
条
地
区
の
魚
之
田
川
・

新
水
・
宇
田
ケ
沢
・
菅
沼
・
山
新
田
・

柴
倉
・
小
貫
・
枯
木
又
の
地
域
を
さ

し
ま
す
。

　
し
か
し
、
八
年
以
前
は
、
八
番
組

と
い
っ
て
い
た
地
域
も
あ
り
、
現
在

用
い
ら
れ
て
い
な
い
呼
称
だ
け
に
、

す
で
に
忘
れ
去
ら
れ
た
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
は
じ
め
、
大
区
に
は
区
長
、
小
区

　
　
　
　
　
　
よ
う
が
か
り

に
戸
長
、
組
に
は
用
掛
が
お
か
れ
ま

し
た
。
の
ち
に
、
小
区
は
副
大
区
長
、

用
掛
は
戸
長
と
改
称
さ
れ
ま
す
。

　
用
掛
（
戸
長
）
は
、
現
在
の
市
町

村
長
の
職
務
と
い
え
ま
す
が
、
ひ
ん

ぱ
ん
に
出
さ
れ
る
布
達
類
の
村
人
へ

の
徹
底
な
ど
、
新
政
府
の
末
端
組
織

の
責
任
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
（
通
史
編
4
　
近
現
代
一
）

果実花

乙おガ鵠窃

ツルリンドウ（リンドウ科）

　山地の木かげに生える多年草です。リンドウの花に似

て、つる性であるために和名がつきました。つる状に伸

びた茎は地面をはったり、枝にからみついたりします。

夏から秋にかけて、釣り鐘の形をした薄紫色の花をつけ

ます（写真左）。葉は茎に2枚ずつ向き合ってつき、3本

の葉脈が目立ちます。裏面はふつう紫色を帯びます。

　花が終ると、長さ1．5～2cmに伸びた柄の先に径1cmほ

どの細長い実をつけます（写真右）。熟すとこの果実は鮮

やかな赤色になります。花びらが落ちないで残るために

果実が花びらから飛び出したように見えます。果実は初

雪のころまで見られ、葉が落ちた木々の中で、晩秋のこ

もれ日を受けて輝いている真っ赤な実は、秋の終りを感

じさせてくれます。
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Baby
叢
叢
め
叢
＠

す
こ
や
か
ち
ゃ
ん

　島田友憲ちゃん
　　　　　　　平成8年8月9日生まれ
　　　　　　　田中町本通り

　トーマスが大好きで、寝るときは枕元

にトーマスのおもちゃを全部そろえて寝

かせます。そして、朝いっしょに起こし

ます。外の遊びも大好き。近くの幼稚園

の庭で遊んだり、自転車に乗ったり、元

気に遊んでいます。ユーモアたっぷりで、

人気のある友憲ちゃんです。

蒙
、
醤
璽
鰐

　
　
　
　
　
譲
叢
難

　遭∫・

轍

謙

　　　　冨　冨　：＝　　　　　10目末旦現在
　　　　　　　　　　　　　　　　（）は剛月末からの増減

　　　　　　■人　口　44，312人　　（十10）

　　　　　　　　　　男　21，773人　　（十11）

　　　　　　　　　　女22，539人　　（一　1）

　　　　　　■世帯数　12，993世帯　（十24）
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